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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
女
性
を
中
心
に
ケ
ア
労
働
者
の
労
働
環
境
を
概
観

す
る
。
な
か
で
も
、
介
護
、
保
育
な
ど
の
領
域
で
短
時
間
低
賃
金

の
細
切
れ
労
働
が
増
え
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

　

日
本
の
賃
金
水
準
は
長
ら
く
、
世
帯
主
賃
金
、
単
身
者
賃
金
、

「
家
計
補
助
」
賃
金
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
割
さ
れ
、
女
性
の
大

多
数
は
、
正
規
雇
用
で
も
世
帯
主
賃
金
が
適
用
さ
れ
ず
、
高
く
て

単
身
者
賃
金
止
ま
り
で
あ
り
、
非
正
規
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
す
ら
そ

の
多
く
は
「
家
計
補
助
」
の
水
準
で
あ
っ
た
。

　

ケ
ア
労
働
者
の
大
半
は
女
性
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
ケ
ア
労
働

者
の
賃
金
は
正
規
雇
用
で
あ
っ
て
も
、
男
女
と
も
に
単
身
者
賃
金

の
水
準
で
あ
る
。
看
護
師
は
仕
事
の
き
つ
さ
と
医
療
界
の
労
使
の

努
力
に
よ
っ
て
、
変
形
単
身
者
賃
金
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
水
準
を
確

保
し
て
き
た
が
、
他
方
、
訪
問
介
護
職
、
看
護
助
手
な
ど
は
、
地

域
あ
る
い
は
事
業
所
に
よ
っ
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
も
単
身
者
賃
金

未
満
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

  
ケ
ア
労
働
者
数
は
こ
の
二
〇
年
余
り
の
う
ち
に
大
き
く
増
加
し

た
が
、
増
加
分
の
相
当
割
合
は
パ
ー
ト
労
働
者
で
あ
っ
た
。
産
業

女
性
ケ
ア
労
働
者
の
労
働
環
境
と

細
切
れ
労
働

　�

低
賃
金
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
保
障
の
脆
弱
　

後
藤 

道
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留
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全
体
も
そ
う
だ
が
、
ケ
ア
労
働
に
お
い
て
も
パ
ー
ト
の
数
と
割
合

は
上
昇
し
続
け
、
し
か
も
、
パ
ー
ト
一
人
当
た
り
の
労
働
時
間

は
、
看
護
師
を
除
き
減
少
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
影
響
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
現
代
の
ケ
ア
労
働
者
と
ケ
ア
の
内
実

に
、
多
面
的
な
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
下
、（
１
）
ケ
ア
労
働
者
の
労
働
条
件
、
労
働
環
境
を
労
働

統
計
の
側
か
ら
概
観
し
、
つ
い
で
、（
２
）
他
職
も
含
め
て
短
時

間
労
働
拡
大
の
概
況
を
つ
か
み
、（
３
）
細
切
れ
労
働
が
も
た
ら

す
生
活
苦
、
お
よ
び
「
構
想
と
実
行
の
分
離
」
が
労
働
疎
外
を
拡

大
し
、
ケ
ア
労
働
の
内
実
を
危
う
く
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
最

後
に
、（
４
）
パ
ー
ト
労
働
者
拡
大
の
背
景
諸
要
因
の
な
か
か
ら
、

日
本
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
保
障
の
極
端
な
脆
弱
性
を

把
握
す
る
べ
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
い
休
業
率
を
概
観
し
、
あ

る
べ
き
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
の
姿
を
考
え
た
い
。

Ⅰ　

ケ
ア
労
働
者
の
数
と
労
働
条
件

─
概
観

就
業
者
数

　

ケ
ア
労
働
の
範
囲
は
職
種
で
考
え
る
こ
と
と
し
、
看
護
師
（
准

看
護
師
を
含
む
）、
看
護
助
手
、
保
育
士
、
保
育
士
以
外
の
福
祉

専
門
職
、
幼
稚
園
教
員
、
訪
問
介
護
職
、
施
設
介
護
職
の
七
職
を

対
象
と
し
た
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
選
定
は
「
職
業
小
分
類
」
あ

る
い
は
そ
れ
に
近
い
分
類
を
用
い
る
総
務
省
「
国
勢
調
査
」、
総

務
省
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」、
厚
生
労
働
省
「
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ほ
か

に
も
、
学
童
保
育
職
を
は
じ
め
、
対
象
と
す
べ
き
職
種
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
ご
と
の
調
査
資
料
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
職
種

を
超
え
た
共
通
ベ
ー
ス
で
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
統
計

に
依
拠
で
き
る
範
囲
に
限
定
し
た
。

　

上
記
七
職
の
就
業
者
数
に
つ
い
て
最
も
長
期
に
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
る
の
は
「
国
勢
調
査
」
で
あ
り
（
看
護
助
手
は
二
〇
一
〇
年
か

ら
）、
図
１
は
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
就
業
者
数
の

男
女
合
計
は
二
〇
〇
〇
年
二
一
四
万
人
か
ら
二
〇
二
〇
年
四
四
七

万
人
へ
と
、
二
〇
年
間
で
二
・
一
倍
に
増
え
て
い
る
。
な
お
、
ケ

ア
就
業
者
の
九
八
％
以
上
が
労
働
者
で
あ
る
。「
国
勢
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
労
働
者
全
体
に
占
め
る
ケ
ア
職
の
割
合
は
、
二
〇
〇
〇

年
の
四
・
三
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
九
・
三
％
に
、
女
性
で
は
九
・

四
％
か
ら
一
六
・
五
％
に
上
昇
し
た
。
二
〇
二
〇
年
で
は
女
性
労

働
者
の
六
人
に
一
人
が
ケ
ア
労
働
者
で
あ
る（

１
）。

男
性
の
ケ
ア
労
働

者
は
こ
の
二
〇
年
間
で
三
・
六
倍
に
増
え
、
ケ
ア
職
に
男
性
が
占

め
る
割
合
も
九
・
〇
％
か
ら
一
五
・
六
％
に
増
え
た
。
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3 図１　ケア職従事者数の推移（男女別）

注　１　総務省「国勢調査」抽出詳細集計，各年より作成。
　　２�　職業小分類・中分類から７職業を抽出。訪問介護従事者，施設介護職員，保育士，幼稚園

教諭，保育士以外の社会福祉専門職，看護師（准看護師を含む），看護助手。
　　３�　学童保育支援員，支援員補助はグラフに含まれていないが，2021年で17.6万人にのぼる（厚

生労働省「令和３年放課後健全育成事業〔放課後児童クラブ〕の実施状況」）。
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図２　女性ケア職　正規雇用率
注　総務省「就業構造基本調査」2007年，2012年，2017年より作成。
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相
対
的
に
高
い
正
規
率
と
そ
の
減
少

　

女
性
労
働
者
全
体
の
正
規
雇
用
率
は
四
三
・
四
％
で
あ
る
（「
就

業
構
造
基
本
調
査
」
二
〇
一
七
年
）。
ケ
ア
職
女
性
の
そ
れ
は
、
訪

問
介
護
を
除
き
こ
れ
よ
り
も
高
い
が
、
二
〇
一
七
年
ま
で
は
減
少

傾
向
に
あ
る
（
図
２
）。「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
二

〇
一
七
年
現
在
、
女
性
正
規
労
働
者
の
う
ち
五
人
に
一
人
は
ケ
ア

労
働
者
で
あ
る
（
非
正
規
は
九
人
に
一
人
）。
他
職
と

同
様
、
正
規
率
の
男
女
格
差
は
大
き
い
。

パ
ー
ト
労
働
者
数
と
割
合
の
増
加
、
お
よ
び
労
働
時

間
の
減
少
─
─
ケ
ア
労
働
の
細
切
れ
化

　

図
３
は
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
に
よ
っ
て
ケ

ア
の
職
種
ご
と
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
割
合
の

推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
」
お
よ
び
厚
生
労
働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調

査
」
の
「
パ
ー
ト
」
は
、
実
労
働
時
間
に
よ
る
区
分
で

は
な
く
、
所
定
労
働
日
数
、
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
区

分
で
あ
る
。
訪
問
介
護
職
の
パ
ー
ト
割
合
は
も
と
も
と

非
常
に
高
か
っ
た
が
、
他
職
も
こ
の
一
五
年
間
で
大
き

く
上
昇
し
た
。

　

同
時
に
、
看
護
師
を
除
き
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
実
労

働
時
間
は
減
少
し
て
い
る
（
図
４
）。

　

結
果
と
し
て
、
ケ
ア
労
働
者
の
な
か
で
、
実
労
働
時
間
が
短

い
、
あ
る
い
は
不
規
則
で
あ
る
労
働
者
の
数
と
割
合
が
増
加
し

た（
２
）。「

就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
ふ
だ
ん
の
就
業
が

〈
不
規
則
＋
三
五
時
間
未
満
〉
で
あ
る
女
性
労
働
者
の
割
合
は
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
七
年
の
一
〇
年
間
で
、
看
護
師
（
准
看

図３　女性ケア職労働者　パートタイムの割合（10人以上企業）

注�　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」各年より作成。2018年以
前の値は2020年以降の集計方式による遡及値。
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護
師
を
含
む
）
が
二
〇
・
五
％
か
ら
二
八
・
二
％
、
社
会
福
祉
専

門
職
（
保
育
士
を
含
む
）
が
一
九
・
九
％
か
ら
二
七
・
五
％
、
訪

問
介
護
職
と
施
設
介
護
職
の
合
計
は
四
三
・
二
％
か
ら
四
四
・

三
％
に
増
え
た
。
三
職
合
計
の
〈
不
規
則
＋
三
五
時
間
未
満
〉
女

性
労
働
者
数
で
は
七
七
万
人
か
ら
一
二
六
万
人
へ
の
増
加
で
あ

る
。
ケ
ア
職
に
お
け
る
〈
細
切
れ
労
働
〉
の
拡
大
と
み
な
せ
よ

う
。各

職
種
の
賃
金
水
準
　
平
均
と
下
位
半
分

　

図
５
は
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
に
よ
る
、
一
〇
人
以
上

企
業
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
男
女
の
平
均
年
収
で
あ
る
。
五
～
九
人

企
業
の
労
働
者
、
お
よ
び
一
〇
人
以
上
企
業
の
一
〇
人
未
満
事
業

所
の
労
働
者
を
含
ま
な
い
数
値
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
の
賃
金
水

準
は
や
や
高
め
に
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

看
護
師
の
平
均
年
収
は
四
五
〇
～
五
六
〇
万
円
と
ケ
ア
職
種
で

は
最
も
高
い
が
、
そ
れ
で
も
、
四
五
歳
を
超
え
る
と
高
卒
男
性
平

均
を
下
ま
わ
る
。
日
本
看
護
協
会
「
看
護
職
員
実
態
調
査
」（
二

〇
二
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
割
合
は
六
三
％

で
あ
る
た
め
、
法
律
上
の
割
増
分
と
夜
勤
手
当
が
加
わ
っ
た
数
値

と
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
年
収
水
準
は
高
い
と
は
い
え
な
い
。

　

保
育
士
と
准
看
護
師
は
三
五
〇
～
四
五
〇
万
円
で
ケ
ア
職
の
中
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図４　女性ケア職パート労働者　月間労働時間の推移（10人以上企業）

注�　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」各年より作成。2019年以前の値は2020年以降の集計方式
による遡及値。
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位
で
あ
る
。
専
門
学
校
・
短
大
・
高
専
卒
女
性
平
均
に
近
い
。

　

訪
問
介
護
職
、
施
設
介
護
職
は
三
三
〇
～
三
九
〇
万
円
で
、
高

卒
女
性
平
均
と
専
門
学
校
・
短
大
・
高
専
卒
女
性
平
均
の
間
に
位

置
し
て
い
る
。
看
護
助
手
は
二
九
〇
～
三
二
〇
万
円
。
中
卒
女
性

平
均
と
高
卒
女
性
平
均
の
間
で
あ
る
。

　

以
上
は
平
均
値
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
下
半
分
の
賃
金
を

推
計
し
て
み
よ
う
。
表
１
は
、「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
に

よ
る
職
種
別
の
所
定
内
月
額
の
分
布
特
性
値
か
ら
、
各
ケ
ア
職
の

下
位
一
〇
％
、
下
位
二
五
％
、
中
位
に
あ
た
る
年
収
金
額
を
仮
計

算
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
〇
人
以
上
企
業
、
男
女
計
、
二
〇
二
一

年
）。
各
職
の
分
布
特
性
値
に
そ
の
職
の
年
収
平
均
を
所
定
内
月

額
平
均
で
除
し
た
比
率
を
乗
じ
て
算
出
し
た
が
、
所
定
内
月
額
が

低
い
層
の
場
合
、
実
際
の
値
は
平
均
値
に
よ
る
も
の
よ
り
も
低
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
高
め
の
年
収
推
計
と
な
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
表
１
に
み
る
よ
う
に
、
下
位
一
〇
％
、
下
位
二
五
％

の
年
収
が
三
〇
〇
万
円
、
二
五
〇
万
円
を
割
る
職
種
が
あ
る
。
こ

れ
は
単
身
者
賃
金
未
満
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
現
在
の
単
身
者
賃
金
水
準
だ
が
、
労
働
組
合
が
か
か
わ

っ
た
近
年
の
大
規
模
な
「
生
計
費
調
査
」
に
よ
っ
て
、
全
国
の
巨

大
都
市
、
大
都
市
、
中
都
市
に
お
け
る
若
年
単
身
者
の
「
ふ
つ
う

の
ミ
ニ
マ
ム
」
水
準
の
理
論
生
計
費
（
税
込
み
年
収
）
が
二
六
五

2500

3000

3500

4000

4500

5000

5500

6000

25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

（千円）

看護師　男女

准看護師　男女

保育士　男女

その他の社会福祉専門職　男女

介護職員（医療・福祉施設等）男女 訪問介護従事者　男女

看護助手　男女

図５　フルタイムケア労働者（年齢別）年収平均（10人以上企業計，2021年）

注�　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」2021年。年収は「決まって支給する現金給与額」×12＋
「昨年1年間の賞与，期末手当等特別給与額」によって計算した。
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ア
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働

0
9

7

万
円
～
三
一
九
万
円
（
二
〇
二
〇
年
消
費
者
物
価
指
数

で
調
整
）
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

３
）。
ケ

ア
労
働
者
の
下
位
が
単
身
者
賃
金
未
満
と
い
う
評
価

は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

各
職
の
フ
ル
タ
イ
ム
女
性
平
均
年
収
の
都
道
府
県
別

格
差
も
大
き
い
。
二
〇
二
〇
年
の
「
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
各
職
の
全
国
平
均
値
と
最
も
低

い
県
と
の
差
は
、
看
護
師
：
大
分
県
八
七
万
円
、
准
看

護
師
：
宮
崎
県
一
一
三
万
円
、
保
育
士
：
福
島
県
七
四

万
円
、
介
護
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
：
香
川
県
六
三
万
円
、

施
設
介
護
職
：
青
森
県
六
二
万
円
、
訪
問
介
護
職
：
鳥

取
県
一
二
九
万
円
、
看
護
助
手
：
鹿
児
島
県
九
二
万
円

で
あ
る
。

賃
金
水
準
の
変
化
─
フ
ル
タ
イ
ム
賃
金
の
上
昇
と
パ

ー
ト
賃
金
の
停
滞

　

表
２
は
、
各
職
の
平
均
年
収
を
二
〇
一
五
年
と
二
〇

二
一
年
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
ア
労
働
者
の
処

遇
改
善
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
看
護
職

を
除
く
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
が
中
心
で
あ
り
、
ケ
ア
職

女
性
パ
ー
ト
の
年
収
上
昇
率
は
女
性
パ
ー
ト
全
体
の
上

（万円）

年収推計値（各職，所定内月給与分布特
性値×年収平均／所定内月給与平均）

年収平均との差

第１・
十分位数

第１・
四分位数

中位数 年収平均
第１・

十分位数
第１・

四分位数
中位数

下から
10％

下から
25％

中位 平均値
下から
10％

下から
25％

中位

看護師 366 411 479 499 133 88 20

准看護師 302 344 397 407 104 63 10

保育士 280 311 362 382 102 71 20

介護支援専門員
（ケアマネジャー）

311 351 402 410 99 59 8

その他の社会福祉
専門職業従事者

284 326 380 404 120 78 24

介護職員
（医療・福祉施設等）

258 293 342 353 95 60 11

訪問介護従事者 260 299 355 364 104 65 9

看護助手 235 262 293 304 69 42 11

表１　フルタイム男女ケア労働者　下位半分の年収推計（10人以上企業，2021年）

注�　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」における職種別の所定内月額の分布特性値（ここでは各
ケア職の年収下位10％，下位25％，中位数）に，各職種の年収平均を所定内月額平均で除した数
を乗じて，各職種の年収分布特性値を求めた。



0
9

8

昇
率
を
下
回
っ
て
い
る
。

女
性
労
働
に
お
け
る
ケ
ア
職
の
位
置

　
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
二
〇
一
七
年
に
よ
れ
ば
、
女
性
で
は
、

労
働
者
の
一
五
・
一
％
、
正
規
労
働
者
の
二
一
・
二
％
、
非
正
規

労
働
者
の
一
一
・
一
％
が
ケ
ア
七
職
で
働
い
て
お
り
、
そ
の
正
規

割
合
、
フ
ル
タ
イ
ム
割
合
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
単
身
者
賃
金

以
上
割
合
は
、
女
性
労
働
者
平
均
よ
り
高
い
（
訪
問
介
護
職
を
除

く
）。
経
済
的
に
自
立
で
き
働
き
続
け
ら
れ
る
職
業
と
し
て
の
期

待
が
、
女
性
ケ
ア
職
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
所
以
で
あ
る
。

　

低
所
得
の
親
の
教
育
戦
略
の
な
か
で
、「
手
に
職
・
資
格
」
戦

略
が
こ
こ
一
〇
～
二
〇
年
で
、
定
着
、
増
大
し
た
よ
う
だ
が（

４
）、
ケ

ア
職
は
そ
う
し
た
戦
略
の
中
心
的
対
象
の
一
つ
で
あ
る
。
関
連
し

て
、
大
都
市
へ
の
就
職
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
職
業
準
備

の
ロ
ー
カ
ル
ト
ラ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
地
方
の
専
門
学
校

も
そ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
の
重
要
な
一
環
と
な
っ
て
い
る（

５
）。

　

ケ
ア
職
労
働
者
の
、
学
歴
を
含
む
職
業
準
備
に
も
、
関
心
が
払

わ
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
他
職
を
含
め
現
代
の
若
者
の
職
業
的
社

会
化
は
、
高
卒
後
の
一
定
期
間
の
準
備
・
訓
練
を
標
準
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
職
業
高
校
の
専
攻
課
、
職
業
訓
練
校
、
一
～
三
年
の

専
門
学
校
、
短
大
、
四
年
制
の
職
業
系
大
学
等
に
よ
る
、
職
業
準

注�　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」，2015年の数値は2020年以降の集計方式による遡及値。
2020年消費者物価指数による調整済み。

フルタイム労働者 パートタイム労働者

2015年 2021年 上昇率 2015年 2021年 上昇率

看護師　女 489 497 1.8（％） 180 189 5.4（％）

准看護師　女 407 405 －0.4 152 165 8.3

看護補助職　女 295 301 2.1 131 129 －1.8

訪問介護職　女 310 354 14.2 102 109 6.9

施設介護職　女 312 354 13.5 126 135 7.1

施設介護職　男 351 380 8.3 139 135 －2.9

保育士　女 332 381 14.9 129 138 6.9

（参考）職業計　女 371 386 4.0 115 126 9.6

（参考）職業計　男 544 546 0.4 147 139 －5.4

表２　ケア職平均年収（就業形態別）最近の変化（2020年消費物価指数による実質値，万円）
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働

0
9

9

備
期
間
の
保
証
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
準
備
期
間
と

照
応
す
る
資
格
・
労
働
内
容
へ
と
、
低
処
遇
ケ
ア
職
も
変
容
さ
せ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
ケ
ア
職
が
直
面
し
て
い
る
多
く
の
問
題
の
な
か
か
ら
、

短
時
間
労
働
の
野
放
図
な
拡
大
、
労
働
の
細
切
れ
化
を
考
え
た

い
。
ま
ず
、
産
業
全
体
の
動
向
を
眺
め
よ
う
。

Ⅱ　

日
本
に
お
け
る
短
時
間
労
働
の

長
期
大
幅
拡
大

　

も
と
も
と
、
標
準
労
働
日
と
違
う
短
時
間
労
働
は
、
強
い
法
的

規
制
、
労
働
組
合
規
制
が
な
け
れ
ば
、
低
賃
金
と
無
権
利
・
低
権

利
の
温
床
と
な
る
。
細
切
れ
化
さ
れ
た
労
働
提
供
に
た
い
し
て
、

雇
い
主
は
労
働
者
の
生
活
維
持
へ
の
配
慮
、
責
任
感
を
後
退
さ
せ

る
の
が
普
通
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
雇

用
条
件
と
雇
用
に
か
か
わ
る
権
利
、
時
間
当
た
り
の
賃
金
と
各
種

福
利
、
社
会
保
障
上
の
権
利
が
同
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
規
制
な
し
に
短
時
間
労
働
が
拡
大
す
れ
ば
、
短
時
間
労
働

者
の
処
遇
が
下
が
る
の
み
な
ら
ず
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
を
ふ
く

む
労
働
条
件
全
般
が
引
き
下
げ
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
。
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
と
短
時
間
労
働
の
あ
い
だ
に
も
処
遇
を
め
ぐ
る
競
合
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
の
場
合
、
短
時
間
労
働
の
大
多
数
は
「
非
正
規
」
で
あ

り
、
非
正
規
雇
用
へ
の
規
制
は
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
オ

ラ
ン
ダ
等
の
短
時
間
労
働
と
異
な
り
、
そ
の
拡
大
は
労
働
者
全
体

の
処
遇
引
き
下
げ
の
長
期
的
要
因
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
ず
、「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」（
五
人
以
上
事
業
所
）
に
よ
っ

て
、
こ
こ
三
〇
年
の
産
業
計
の
パ
ー
ト
割
合
、
お
よ
び
パ
ー
ト
、

フ
ル
タ
イ
ム
ご
と
の
実
労
働
時
間
の
変
化
を
み
よ
う
（
図
６
）。

一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
二
一
年
で
、
パ
ー
ト
割
合
は
一
六
・
八
％

か
ら
三
一
・
三
％
へ
と
大
き
く
上
昇
し
た
が
、
同
時
に
、
パ
ー
ト

労
働
者
の
実
労
働
時
間
指
数
（
一
九
九
七
年=

一
〇
〇
）
は
、
一

〇
一
・
八
か
ら
八
一
・
二
へ
と
二
〇
・
六
％
減
少
し
た
。
フ
ル
タ

イ
ム
の
実
労
働
時
間
は
五
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
の
減
少
だ
が
、
パ
ー
ト

割
合
の
上
昇
と
パ
ー
ト
労
働
時
間
の
減
少
の
影
響
が
大
き
く
、
労

働
者
全
体
の
実
労
働
時
間
平
均
は
一
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と

な
っ
た
。

〈
不
規
則
＋
二
〇
時
間
未
満
〉
の
大
幅
増
加
と
労
働
市
場
の
細

切
れ
化

　

実
労
働
時
間
の
分
布
、
と
く
に
短
時
間
労
働
者
の
数
と
割
合
は

ど
う
変
化
し
た
の
か
。
図
７
は
役
員
を
除
く
雇
用
者
の
「
ふ
だ



1
0

0

ん
」
の
状
況
を
問
う
て
、
三
五
時
間
未
満
就
業
者
、
お
よ
び
二
〇

〇
日
未
満
で
不
規
則
就
業
者
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（「
就

業
構
造
基
本
調
査
」）。
一
九
八
七
年
か
ら
二
〇
一
七
年
の
三
〇
年

間
で
、
女
性
の
〈
不
規
則
＋
三
五
時
間
未
満
〉
は
四
〇
〇
万
人
か

ら
一
一
一
三
万
人
、
割
合
で
は
二
四
・
四
％
か
ら
四
三
・
七
％
へ

と
大
幅
に
増
え
、
男
性
も
一
七
〇
万
人
か
ら
四
七
〇
万
人
、
六
・

四
％
か
ら
一
五
・
七
％
へ
増
加
し
た
。

　

女
性
は
労
働
者
数
全
体
が
三
〇
年
間
で
一
・
六
倍
に
増
え
た

が
、〈
不
規
則
＋
三
五
時
間
未
満
〉
は
二
・
八
倍
、
な
か
で
も
二

二
時
間
未
満
は
五
倍
に
増
え
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
以
降
で
み
る

と
、
図
７
で
扱
っ
た
時
間
区
分
の
う
ち
、
最
も
伸
び
た
の
は
二
〇

時
間
未
満
で
あ
り
、
女
性
一
・
七
倍
、
男
性
二
・
六
倍
と
な
っ

た
。
労
働
市
場
の
細
切
れ
化
が
大
き
く
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

年
齢
別
に
二
〇
〇
二
年
か
ら
の
変
化
を
み
よ
う
。
雇
用
者
（
役

員
を
含
む
）
で
〈
不
規
則
＋
二
〇
時
間
未
満
〉
の
増
加
は
三
四
九

万
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
増
加
分
は
一
一
四
万

人
、
二
〇
～
六
四
歳
二
一
六
万
人
、
一
五
～
一
九
歳
一
九
万
人
で

あ
っ
た
（「
就
業
構
造
基
本
調
査
」）。
変
化
の
主
役
は
勤
労
年
齢
で

あ
り
、
二
〇
～
六
四
歳
の
〈
不
規
則
＋
二
〇
時
間
未
満
〉
の
割
合

は
、
女
性
一
四
・
九
％
→
一
九
・
六
％
、
男
性
四
・
六
％
→
七
・

〇
％
と
上
昇
し
た
。
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図６　パート労働者割合（就業形態別）実労働時間指数（５人以上事業所）
注　厚生労働省「毎月勤労統計調査」長期時系列表および実数原表より作成。
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賃
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主
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」
ケ
ア
労
働

1
0

1 　

日
本
に
お
け
る
こ
う
し
た
短
時
間
労
働
の
拡
大
は
き
わ
だ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
七
カ
国
の
な
か
で
、
実
労
働
時
間
三

〇
時
間
未
満
割
合
が
こ
の
一
〇
年
間
で
二
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し

た
の
は
、
日
本
（
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
）、
韓
国
（
四
・
七
ポ
イ
ン

ト
）、
コ
ス
タ
リ
カ
（
二
・
三
ポ
イ
ン
ト
）
の
み
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
は
こ
の
一
〇
年
間
変
わ
っ
て
い
な
い
。
三
〇
時
間
未
満

割
合
の
日
本
の
順
位
は
、
二
〇
〇
六
年
で
は
女
一
〇
位
、
男
九
位

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
直
前
の
二
〇
一
九
年
は
男
女
と
も
に
三
位

で
あ
る
。

Ⅲ　
短
時
間
労
働
の
大
幅
拡
大
が
も
た
ら
す 

生
活
苦
、
労
働
の
内
実
の
衰
退
と
労
働
疎
外

一
五
〇
万
円
未
満
労
働
者
の
全
般
的
増
大
と
生
活
苦
の
拡
大

　

就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
七
年
か
ら
の
二
〇
年

間
で
、
年
収
二
五
〇
万
円
未
満
の
雇
用
者
は
二
〇
一
六
万
人
か
ら

二
五
九
〇
万
人
へ
と
五
七
四
万
人
増
え
た
が
、
そ
の
う
ち
三
九
一

万
人
（
六
八
％
）
は
一
五
〇
万
円
未
満
で
あ
っ
た
。
短
時
間
労
働

者
が
大
幅
に
増
加
し
た
結
果
で
あ
る
。
二
〇
～
六
四
歳
に
限
っ
て

も
、
二
五
〇
万
円
未
満
の
増
加
分
三
一
六
万
人
の
う
ち
、
女
性
六

二
％
、
男
性
五
〇
％
が
一
五
〇
万
円
未
満
で
あ
っ
た
。

図７　役員を除く雇用者数　短時間就業者と200日未満の不規則就業者
注　総務省「就業構造基本調査」各年より作成。
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周
知
の
よ
う
に
男
性
正
規
労
働
者
の
賃
金
は
こ
の
二
〇
年
で
大

幅
に
下
落
し
た
。
そ
の
た
め
、
非
正
規
女
性
で
あ
っ
て
も
、
お
よ

そ
家
計
「
補
助
」
と
は
い
え
な
い
人
び
と
が
増
加
し
、
単
身
者
賃

金
水
準
へ
の
要
求
は
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
逆
に

「
家
計
補
助
」
水
準
の
賃
金
と
無
権
利
・
低
権
利
の
労
働
者
は
増

大
し
た
。
世
帯
所
得
下
落
と
貧
困
／
生
活
苦
の
拡
大
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　

試
み
に
、
二
〇
二
一
年
の
「
労
働
力
調
査
」
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
六
五
歳
未
満
非
正
規
労
働
者
一
六
七
一
万
人
の
う
ち
、
家
計

の
「
補
助
」
と
は
い
え
な
い
状
況
の
労
働
者
数
を
推
計
し
た
と
こ

ろ
、
一
〇
五
七
万
人
と
六
割
を
超
え
て
い
た（

６
）。

も
と
も
と
家
計

「
補
助
」
論
は
、
賃
金
の
使
途
（
主
た
る
支
持
者
vs
補
助
者
）
で

賃
金
水
準
を
差
別
し
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
思
想
を
正
面

か
ら
否
定
す
る
た
め
、
現
代
の
賃
金
思
想
と
し
て
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
加
え
て
、
家
計
の
支
え
手
の
実
態
の
評

価
と
し
て
も
ま
っ
た
く
実
情
に
合
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。「

構
想
と
実
行
の
分
離
」
の
拡
大
と
労
働
内
容
の
衰
退

　

一
般
に
、
細
切
れ
雇
用
の
拡
大
は
「
構
想
と
実
行
」
の
分
離
を

拡
大
す
る
。

　
「
構
想
と
実
行
の
分
離
」
は
計
画
・
管
理
・
調
整
に
た
ず
さ
わ

る
人
間
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
プ
ラ
ン
の
実
行
者
と
を

分
離
・
分
割
す
る
こ
と
で
あ
り
、
テ
ー
ラ
ー
主
義
、
フ
ォ
ー
ド
主

義
の
労
働
管
理
で
極
端
化
し
た
。
現
在
で
は
、
情
報
通
信
技
術
の

高
度
化
と
一
体
に
な
っ
た
労
働
管
理
の
発
達
と
と
も
に
、
対
人
サ

ー
ビ
ス
産
業
、
卸
売
小
売
産
業
に
も
拡
大
し
て
い
る
。

　

日
本
の
場
合
、
パ
ー
ト
労
働
者
と
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
が
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
原
則
で
処
遇
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
資
格
」
あ

る
い
は
経
験
蓄
積
が
重
視
さ
れ
ず
、
仕
事
上
の
裁
量
権
も
同
等
で

は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
細
切
れ
雇
用
の
拡
大
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
に
パ
ー
ト
労
働
者
の
仕
事
の
管
理
／
指
導
／
補
完
を
押

し
つ
け
る
こ
と
で
、「
構
想
と
実
行
」
の
分
離
を
さ
ら
に
拡
大
す

る
。〈
非
正
規
〉
と
〈
短
時
間
〉
の
相
乗
作
用
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
下
の
ケ
ア
労
働
が
典
型
だ
が
、
改
悪
さ
れ
た
制
度
枠

組
み
と
参
酌
標
準
と
い
う
強
い
縛
り
の
な
か
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
「
構
想
」
を
受
け
持
ち
、
そ
れ
を
前
提
し
た
「
実
行
」
の
内

部
で
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
と
フ
ル
タ
イ
ム
が
分
断
さ
れ
る
。
仕
事
へ

の
満
足
度
が
パ
ー
ト
、
フ
ル
タ
イ
ム
双
方
に
と
っ
て
下
が
り
、
各

種
の
あ
つ
れ
き
や
パ
ワ
ハ
ラ
が
生
じ
や
す
く
な
る
。
特
に
パ
ー
ト

労
働
者
は
、
裁
量
権
が
極
小
化
し
、
指
示
さ
れ
る
ケ
ア
の
内
容
が

自
分
の
思
い
と
食
い
違
い
、
ケ
ア
対
象
者
の
必
要
の
充
足
が
で
き
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な
い
と
い
う
「
未
達
成
感
」
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

本
来
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
を
含
め
、
ケ
ア
の
労
働
／
活
動

は
、「
構
想
と
実
行
の
分
離
」
が
な
じ
ま
な
い
、
あ
る
い
は
大
き

な
限
界
を
も
つ
労
働
／
活
動
領
域
で
あ
る
。
ケ
ア
を
担
当
す
る
人

び
と
の
あ
い
だ
の
関
係
は
平
等
、
共
同
で
あ
る
べ
き
だ
。

　

ケ
ア
の
市
場
化
、
準
市
場
化
は
サ
ー
ビ
ス
に
価
格
を
つ
け
、
そ

の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
均
一
化
、
お
よ
び
均
一
化
さ
せ
る
た

め
の
「
構
想
」
を
必
要
と
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
労
働
管
理
を
必

然
化
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
ケ
ア
労
働
の
困
難
は
、〈
非
正
規
〉
枠

組
み
と
短
時
間
労
働
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
倍
化
し
た
の
で
あ

る
。短

時
間
労
働
増
大
の
背
景
─
考
え
ら
れ
る
諸
要
因

　

短
時
間
労
働
の
拡
大
は
ケ
ア
領
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
ト

ー
タ
ル
な
背
景
把
握
は
で
き
て
い
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
議
論

さ
れ
、
推
測
さ
れ
る
諸
要
因
を
あ
げ
て
お
く
。

　
ａ
．イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
：
社
会
的
承
認
と
所
得
補
償
の
脆

弱
性

　

フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
の
保
障
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア

（
育
児
、
子
の
看
護
、
介
護
）
を
社
会
的
に
承
認
し
、
所
得
を
補

償
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
仕
事
と
ケ
ア
の
両
立
は
困
難
で
あ
る
。

本
来
、
ケ
ア
の
二
領
域
は
「
世
帯
単
位
」
で
は
な
く
、
労
働
者
一

人
ひ
と
り
に
即
し
て
、
と
も
に
社
会
的
に
保
障
／
支
持
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
だ
が
、
現
在
の
日
本
は
そ
れ
が
著
し
く
脆
弱
な
ま
ま

だ
。
紙
幅
の
制
約
で
結
論
だ
け
い
え
ば
、
こ
の
脆
弱
性
は
日
本
型

雇
用
の
惰
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

た
と
え
ば
、
日
本
で
は
所
得
補
償
を
と
も
な
っ
た
子
の
看
護
休

業
が
制
度
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
に
際
し
て
、

そ
の
臨
時
拡
大
適
用
を
試
み
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
学
校
、
保
育
所
等
の
休
校
、
休
園
、
時
間
短
縮
に
際
し

て
、
離
職
を
含
む
、
ま
っ
た
く
の
自
己
責
任
に
よ
る
対
処
を
迫
ら

れ
た
女
性
労
働
者
は
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
就
業
女
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、
分
母
を
出
産
時
の

雇
用
保
険
被
保
険
者
と
す
れ
ば
八
五
％
（
二
〇
二
一
年
）
と
低
く

な
い
。
だ
が
、
分
母
を
そ
の
年
の
出
生
数
と
す
れ
ば
四
六
・
四
％

で
あ
り
、
出
産
前
の
離
職
、
あ
る
い
は
雇
用
保
険
非
加
入
が
依
然

と
し
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
四
六
・
四
％
に
ゼ
ロ
歳
児

の
保
育
所
利
用
率
一
七
・
五
％
を
加
え
る
と
六
三
・
九
％
に
な

る
。
こ
れ
は
、
乳
児
ケ
ア
が
何
ら
か
の
形
で
社
会
化
さ
れ
て
い
る

割
合
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
出

産
し
た
女
性
の
う
ち
三
分
の
一
以
上
は
、
乳
児
期
間
の
ケ
ア
を
ま

っ
た
く
の
「
私
事
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
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イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
を
保
障
す
る
「
休
業
」
に
つ
い
て
は
次

節
で
ふ
れ
た
い
。

　

ｂ
．高
齢
労
働
者
の
増
加
は
短
時
間
労
働
増
加
の
一
要
因
で
あ

る
。
だ
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
短
時
間
労
働
増
加
の
主
役
は
勤

労
年
齢
層
で
あ
る
。

　
ｃ
．最
賃
、
パ
ー
ト
時
給
の
上
昇
に
よ
り
、
所
得
税
課
税
や
夫

の
配
偶
者
控
除
等
の
喪
失
な
ど
を
嫌
っ
て
の
「
就
業
抑
制
」
を
重

視
す
る
見
解
も
あ
る
（
内
閣
府
『
男
女
共
同
参
画
白
書
』
二
〇
二
二

年
、
な
ど
）。
し
か
し
、
就
業
抑
制
を
行
っ
た
と
回
答
し
た
労
働

者
の
割
合
は
、
最
賃
上
昇
と
重
な
る
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
一
一

年
、
二
〇
一
六
年
で
は
、
む
し
ろ
下
が
り
気
味
で
あ
る
（
厚
生
労

働
省
『
パ
ー
ト
労
働
者
等
総
合
実
態
調
査
』）。

　

ｄ
．社
会
保
険
強
制
加
入
の
基
準
は
週
の
所
定
労
働
時
間
二
〇

時
間
が
原
則
と
な
り
、
適
用
さ
れ
る
企
業
範
囲
は
、
従
業
員
規
模

（
被
保
険
者
数
で
数
え
る
）
で
、
二
〇
一
六
年
五
〇
一
人
以
上
、

二
〇
二
二
年
一
〇
一
人
以
上
、
二
〇
二
四
年
五
一
人
以
上
と
、
拡

大
中
で
あ
る
。
社
会
保
険
料
負
担
の
増
加
を
き
ら
う
事
業
主
が
二

〇
時
間
未
満
の
雇
用
を
増
や
す
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
だ
が
他
方
、

人
手
不
足
の
な
か
で
、
社
会
保
険
加
入
を
含
む
環
境
整
備
を
す
す

め
る
企
業
も
増
え
る
は
ず
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
ど
の
程
度
の
影

響
が
出
て
い
る
か
、
わ
か
ら
な
い
。

　
ｅ
．コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
主
命
令
に
よ
る
時
間
短
縮
、
休
業
に

際
し
て
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、「
シ
フ
ト
制
」
の
悪
用
を
含
め
、

不
規
則
・
短
時
間
・
無
権
利
で
労
働
者
を
使
い
回
す
企
業
が
増
え

て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

　

ｆ
．仕
事
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
細
か
い
規
則
で
縛
ら
れ
、

直
接
の
指
導
者
・
管
理
者
も
仕
事
に
習
熟
し
て
い
な
い
、
大
半
が

非
正
規
あ
る
い
は
低
処
遇
正
規
か
ら
な
る
職
場
が
増
え
た
。
職
場

で
の
人
間
関
係
と
仕
事
そ
の
も
の
が
苦
痛
で
あ
る
度
合
い
が
拡
大

し
、
で
き
る
限
り
労
働
時
間
を
短
く
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
従
来

よ
り
も
ず
っ
と
強
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ｇ
．心
身
の
不
調
に
よ
っ
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
労
働
に
耐
え
ら

れ
な
い
労
働
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
精

神
と
行
動
の
障
害
」
に
よ
る
傷
病
手
当
件
数
（
毎
年
一
〇
月
分
）

は
、『
協
会
け
ん
ぽ
』
の
場
合
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
二
一
年

で
、
五
四
七
二
件
か
ら
五
万
一
〇
五
四
件
へ
と
九
・
三
倍
に
激
増

し
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ
る
傷
病
手
当
の
激
増
は
、
メ
ン

タ
ル
不
調
を
抱
え
る
（
１
）
働
き
続
け
て
い
る
被
保
険
者
、（
２
）

短
時
間
就
業
で
社
会
保
険
非
加
入
の
労
働
者
、（
３
）
非
就
業
者
、

の
そ
れ
ぞ
れ
の
大
幅
増
加
を
推
測
さ
せ
る（

７
）。



特
集
　
賃
金
と
「
新
し
い
資
本
主
義
」
ケ
ア
労
働

1
0

5

Ⅳ　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
休
業
」
─
フ
ル

タ
イ
ム
労
働
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ

　

以
下
、
上
記
ａ
．イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
の
社
会
的
承
認
、
所

得
補
償
の
中
心
を
な
し
て
い
る
、
労
働
者
の
「
休
業
」
制
度
に
つ

い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
な
が
め
、
日
本
の
現
状
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
と
し
た
い
。
上
記
論
点
の
ａ
、
ｃ
、
ｇ
と
密
接
に
関
連
す
る
。

　
「
休
業
」
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
個
人

的
理
由
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
先
進
諸
国
で
重
視
さ
れ
て

い
る
の
は
、
雇
用
契
約
が
持
続
し
て
い
る
も
と
で
の
、
所
得
補
償

付
き
非
就
業
期
間
で
あ
る
。
事
業
主
都
合
に
よ
る
休
業
は
別
に
し

て
、
傷
病
の
治
療
・
休
養
、
乳
児
の
育
児
、
子
の
看
護
（
日
本
は

所
得
補
償
の
制
度
化
な
し
）、
介
護
、
休
養
と
労
働
力
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
た
め
の
休
暇
な
ど
が
そ
れ
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。

「
休
業
」
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
／
時
間
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、

所
得
補
償
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
日
本
は
休
業
者
の
割
合
が
異
様
に
低
く
、
対
就
業
人
口

比
で
二
・
三
％
に
す
ぎ
な
い
（
二
〇
一
八
年
）。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
三

七
カ
国
で
は
二
七
カ
国
が
六
％
を
超
え
、
う
ち
一
四
カ
国
は
一

〇
％
以
上
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
二
位
の
一
五
・
七
％
、
日

本
は
下
か
ら
二
番
目
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
調
査
週
を
通
し
て

休
ん
だ
労
働
者
の
割
合
で
あ
る
。

　

図
８
は
、
休
業
者
、
従
業
者
の
対
人
口
割
合
を
日
本
と
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
女
性
に
つ
い
て
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
出

産
／
子
育
て
期
の
差
が
大
き
い
。
日
本
は
休
業
率
が
低
く
、
従
業

率
は
高
い
が
、
就
業
率
は
低
い
（
＝
無
職
が
多
い
）。
つ
ま
り
、

子
に
手
が
か
か
る
時
期
で
も
わ
ず
か
な
休
業
で
働
く
か
、
安
定
し

た
仕
事
と
収
入
か
ら
撤
退
す
る
か
の
、
二
者
択
一
が
迫
ら
れ
や
す

い
環
境
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
休
業
は
時
間
単
位
で
も
可
能
で
あ
る
。
週
の

部
分
的
休
業
を
含
ん
だ
数
値
で
み
る
と
（
表
３
）、
二
五
～
五
四

歳
の
休
業
者
割
合
は
対
就
業
者
で
女
性
四
一
％
、
男
性
三
五
％
に

及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
、
週
す
べ
て
を
休
ん
だ
労
働
者
割
合
の
二
倍
を

超
え
て
い
る
。
部
分
的
休
業
を
含
む
休
業
の
理
由
で
は
、
女
性
が

傷
病
一
五
％
、
休
暇
三
四
％
、
そ
の
他
五
一
％
、
男
性
が
そ
れ
ぞ

れ
一
一
％
、
三
五
％
、
五
四
％
で
あ
る
。「
そ
の
他
」
に
は
各
種

ケ
ア
の
た
め
の
休
業
、
事
業
主
都
合
に
よ
る
休
業
が
含
ま
れ
る
。

　

実
際
の
労
働
時
間
数
は
ど
う
な
の
か
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
六

～
六
四
歳
女
性
就
業
者
の
契
約
に
よ
る
所
定
労
働
時
間
平
均
は
二

〇
一
九
年
で
三
六
・
一
時
間
だ
が
、
実
労
働
時
間
平
均
は
二
七
・

八
時
間
で
あ
る
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
労
働
力
調
査
」）。



1
0

6　

こ
の
二
七
・
八
時
間
と
い
う
数
値
は
実
際
に
働
か
れ
た
総
労
働

時
間
を
「
従
業
者
」、
つ
ま
り
週
に
一
時
間
以
上
働
い
た
労
働
者

の
数
（
従
業
者
数
＝
就
業
者
数
か
ら
休
業
者
を
除
く
）
で
割
っ
た

平
均
値
で
あ
る
。
週
全
部
を
休
む
休
業
者
は
数
字
の
う
ち
に
は
い

ら
な
い
。
そ
こ
で
見
方
を
変
え
、
休
業
者
を
含
む
就
業
者
を
分
母

と
し
て
総
労
働
時
間
を
割
る
と
二
二
・
七
時
間
と
な
る
。

　

い
い
換
え
れ
ば
、
労
働
者
が
契
約
上
の
所
定
労
働
日
に
実
際
に

労
働
し
て
い
る
時
間
の
年
間
で
の
週
平
均
は
、
二
三
時
間
弱
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
定
週
労
働
時
間
三
六
時
間
中
の
残
り
一
三

時
間
の
ほ
と
ん
ど
は
、
事
業
主
都
合
休
業
を
除
け
ば
、
自
分
と
家

族
の
再
生
産
／
ケ
ア
の
た
め
の
、
社
会
的
に
承
認
さ
れ
・
所
得
補

償
さ
れ
た
活
動
／
時
間
と
解
釈
で
き
よ
う
。

　

契
約
上
／
制
度
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
が
、
自
分
と
家
族
の
再

生
産
／
ケ
ア
の
た
め
の
時
間
と
所
得
の
保
障
を
そ
の
う
ち
に
包
含

で
き
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
努
力
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
う
し

た
契
約
／
制
度
の
適
用
を
男
性
に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
ケ
ア
の
分
担
平
等
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七
〇
年
代
に
「
家
事
労
働
論
争
」
が
行

わ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
の
議
論
を
援
用
し
な

が
ら
塩
田
咲
子
が
そ
れ
に
た
い
す
る
あ
る
種
の
政
策
論
的
解
決
枠

組
み
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
り
、
竹
中
恵
美
子
も
こ
れ
を
支
持
し

（％）

スウェーデンの就業者25～54歳
（参考）日本

25～54歳

人口中の割合 就業者中の割合 休業理由，内訳
人口中
の割合

就業者中
の割合

週すべて
を休業

週の部分
的休業を

含む

週すべて
を休業

週の部分
的休業を

含む

週すべて
を休業

週の部分
的休業を

含む

週すべて
を休業

週すべて
を休業

女性 傷病 2.3 5.0 2.7 6.0 13.8 14.6

休暇 7.6 11.7 9.1 14.0 46.2 34.1 0.3 0.3

その他 6.6 17.6 7.8 21.0 39.9 51.3

休業計 16.4 34.3 19.6 41.0 100.0 100.0 3.3 4.2

男性 傷病 1.5 3.6 1.7 4.0 12.3 11.5

休暇 7.1 10.8 8.0 12.1 59.3 34.9 0.2 0.3

その他 3.4 16.6 3.9 18.7 28.5 53.6

休業計 12.0 30.9 13.5 34.8 100.0 100.0 1.0 1.1

注�　Statstics Sweden “Labour Force Surveys,” 総務省「労働力調査」より作成。休業理由の「そ
の他」は，事業主都合によるもの，ストライキ，各種ケアのための休業を含む。なお，日本の労
働力調査に部分的休業の調査項目はない。

表３　スウェーデン　理由別休業率（25～54歳，2019年）
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た（
８
）。
家
事
労
働
の
経
済
的
価
値
を
直

接
に
云
々
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会

保
障
制
度
に
よ
っ
て
、
教
育
・
福

祉
・
介
護
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
家
事
労
働
の
う
ち

の
育
児
と
介
護
に
限
っ
て
、
男
女
と

も
に
労
働
か
ら
の
一
時
的
離
脱
に
た

い
す
る
所
得
を
補
償
す
る
、
い
わ

ば
、
間
接
的
な
経
済
的
評
価
・
給
付

を
行
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
休
業
保
障
の
高
い

水
準
は
、
こ
う
し
た
議
論
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
示
し
た
も
の
と
み
な
せ
よ

う
。

［
注
］

（
１
）　
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
で

は
上
記
七
職
労
働
者
の
合
計
は

二
〇
一
二
年
四
一
七
万
人
、
二

〇
一
七
年
四
七
五
万
人
と
国
勢

調
査
よ
り
も
大
き
い
。「
国
勢

調
査
」
は
調
査
年
九
月
末
一
週

図８　日本とスウェーデン　年齢別　女性の就業率・従業率・休業率（2019年，対人口比）

注　総務省「労働力調査」，Statistics Sweden “Labour Force Surveys” より作成。
参考　スウェーデンの育児休業・看護休業・介護休業
＊１�　育児休業：両親休暇18カ月。うち割当月（父親の月）３カ月。所得補償（両親給付）は16カ

月。約80％の所得補償：上限月38万円程度・下限10万円程度。出産前が無収入でも可。
＊２�　子どもの看護休暇：子ども１人につき、年間120日間。子どもが８カ月を迎えてから12歳に

達するまで。重篤な子どもは、18歳に達するまで対象。子どもの通院の付き添いのための取得
も可能。約80％の所得補償。育児休暇と同様に１時間単位で分割取得が可能。

＊３�　重病の近親者の看護・介護介護対象者１人につき、年100日以内の休暇。約80％の所得補償。
親族に限らず、友人の介護のための休業取得も可能。

出典�　JILPT「海外労働情報　フォーカス」2018，高橋美恵子「スウェーデンにおける仕事と育児
の両立支援施策の現状──整備された労働環境と育児休業制度」より筆者抜粋。
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間
の
就
業
状
況
、「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
は
「
ふ
だ
ん
」
の

就
業
状
況
を
尋
ね
て
い
る
。

（
２
）　
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
は
月
末
一
週
間
の
就
業
状
況
を
問

う
「
労
働
力
調
査
」
と
違
い
、「
ふ
だ
ん
」
の
就
業
状
況
を
調

査
す
る
た
め
、
年
間
二
〇
〇
日
未
満
の
就
業
者
中
に
「
不
規

則
」
就
業
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）　
「
全
労
連
最
低
生
計
費
試
算
調
査
Ｐ
Ｔ
」
作
表
「
最
低
生
計

費
試
算
調
査
・
総
括
表
」（
二
〇
二
二
年
六
月
現
在　

http://
w

w
w

.z
e

n
r

o
r

e
n

.g
r

.jp
/

jp
/

h
o

u
s

e
i/

data/2022/220527_07.pdf
））。
二
〇
二
二
年
ま
で
三
二
市

区
が
調
査
さ
れ
て
お
り
、
本
文
の
数
値
は
、
そ
の
う
ち
の
二
五

歳
男
性
単
身
世
帯
の
も
の
で
あ
る
。
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
中

澤
秀
一
「『
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
』
が
わ
か
る
─
─
生
計
費
調
査

と
最
低
賃
金
」（
後
藤
・
中
澤
ほ
か
編
著
『
最
低
賃
金
一
五
〇

〇
円
が
つ
く
る
仕
事
と
暮
ら
し
』
大
月
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

を
参
照
。

（
４
）　

山
田
哲
也
監
修
・
松
田
洋
介
／
小
澤
浩
明
編
集
『
低
所
得
層

家
族
の
生
活
と
教
育
戦
略
』（
明
石
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
序

章
、
第
二
章
、
第
五
章
、
終
章
参
照
。

（
５
）　

上
原
慎
一
「
学
校
基
本
調
査
」
に
お
け
る
専
修
学
校
関
連
デ

ー
タ
の
推
移
に
関
す
る
一
考
察
─
─
北
海
道
の
事
例
」（『
北
海

道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
紀
要
』
二
〇
一
七
年
六
月
）、

上
原
慎
一
ほ
か
「
長
崎
県
・
山
形
県
に
お
け
る
専
門
学
校
進
学

の
実
態
に
つ
い
て
─
─
『
地
方
の
若
者
に
と
っ
て
の
職
業
教

育
』
の
事
例
と
し
て
」（『
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院

紀
要
』
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
参
照
。

（
６
）　

非
正
規
労
働
者
中
の
以
下
の
人
び
と
を
合
計
。
①
単
身
者

（
一
五
～
六
四
歳
）（
単
身
在
学
者
は
自
分
の
賃
金
が
主
な
収
入

で
あ
る
も
の
）、
お
よ
び
世
帯
主
（
二
人
以
上
世
帯
、
一
五
～

六
四
歳
）
男
女
合
計
四
三
〇
万
人
、
②
夫
が
低
所
得
で
あ
る
世

帯
の
妻
で
あ
る
女
性
二
〇
～
五
九
歳
三
七
六
万
人
（
夫
低
所
得

基
準
：
妻
が
二
〇
歳
代
四
〇
〇
万
円
、
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代

五
〇
〇
万
円
、
五
〇
歳
代
六
〇
〇
万
円
。
そ
れ
ぞ
れ
無
業
を
含

む
）、
③
低
所
得
世
帯
（
四
人
世
帯
で
六
〇
〇
万
円
未
満
）
か

ら
通
う
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
三
七
万
人
、
④
親
元
無
配
偶
二
五
～

六
四
歳
男
女
合
計
二
一
四
万
人
。

（
７
）　

後
藤
道
夫
「
勤
労
年
齢
の
メ
ン
タ
ル
不
調
増
大
を
ど
う
と
ら

え
る
か
」『
非
営
利
・
協
同
総
合
研
究
所　

い
の
ち
と
く
ら
し
』

研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
八
〇
号
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
）
参
照
。

（
８
）　

塩
田
咲
子
「
現
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
労
働
論
の
再
構
成
─
─

税
・
社
会
保
障
を
と
お
し
て
の
家
事
労
働
の
経
済
的
価
値
」

『
社
会
政
策
学
会
年
報
』
三
七
巻
、
一
九
九
三
年
、
竹
中
恵
美

子
「
家
事
労
働
論
の
新
段
階
─
─
ア
ン
ペ
イ
ド
・
ワ
ー
ク
と
そ

の
社
会
的
評
価
」（
初
出
は
一
九
九
六
年
）
竹
中
恵
美
子
著
作

集
Ⅵ
巻
『
家
事
労
働
（
ア
ン
ペ
イ
ド
・
ワ
ー
ク
）
論
』
明
石
書

店
、
二
〇
一
一
年
。

（
ご
と
う　

み
ち
お
）


